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労働安全コンサルタント・労働衛生コンサルタントは、国が行うハイレベルの

試験に合格し、登録を受けた安全衛生の専門家です。事業場の安全衛生診断

を行い、安全衛生の改善計画の作成その他の安全衛生指導を行うのが主な職

務です。安全衛生についての高度の専門技術を有していますので、皆様方の

良いご相談相手になれると存じます。ぜひ労働安全コンサルタント・労働衛生

コンサルタントをご活用下さい。
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労働安全コンサルタントノ

労働衛生コンサルタントの を !

労働災害が発生したとき、再発防止対策をたてるとき

安全衛生管理特別指導事業場の指定を受けたとき

計画の届出をするとき

労働安全衛生マネジメントシステムを導入するとき

機械設備や化学物質のリスクアセスメントを行うとき

機械設備や作業環境の改善を行うとき

安全衛生講演や安全衛生教育の講師が必要なとき

安全衛生管理規程や作業手順の作成をするとき

安全衛生管理活動を活発にしようとするとき

健康診断や作業環境測定に関すること

リスクアセスメントを含む労働安全衛生マネ

ジメントシステムを適切に実施している事業所

(建 設業の場合は店社)が労働基準監督署長

の認定により計画の届出が免除される制度 (法

88条第 1項ただし書き)に ついては、署長に対

する認定の申請にあたつて、事業所又は建設業

の店社が、労働安全衛生マネジメントシステム

を構築し、適切に実施していることを労働安全

コンサルタント労働衛生コンサルタントによる

評価を受け、さらに、その評価結果について別

の労働安全コンサルタント労働衛生コンサル

タントの監査を受けることが必要となります。

機械のフェール

セーフ化など専門

的な安全衛生技

術指導を受けるこ

とができます。

社内では気がつか

ない安全衛生上の

問題点を明らかに

し、有効かつ効果的

な方法を教 えてく

:れます。

1 必要なときに、必

1 要 な事 項 につ い

|  て頼むことができ

るので、効果的な

対応ができます。

社内では得がたい
.安

全衛生の専門家
の指導を受けるこ

とができます。 |

労働安全コンサルタント/
労働衛生コンサルタントを

活用すると、こんなメリットが

生まれます

経営に役立つ安全

衛生管理を教えて

くれます。

労働安全コンサ′しタント 労働衛生コンサ
'し

タントは労働安全衛生法に

定められた厚生労働大臣の行う国家試験に合格し、労働安全コンサ
'し

タン

ト 労働衛生コンサルタント名簿に登録された労lul安 全衛生の高度な専門

家です。

グローパ′し化の今、世界に通用する専門家としても、さらに一層研鑽を

積むことが必要とされています。CSP労働安全コンサルタント、COH/C
IH労働衛生コンサルタントとは当会の推進している労lul安 全コンサルタ

ント 労
‐
Jl衛 生コンサルタント生涯研修制度において、その分野の専門家

の証として評価された称号です。

労lll安 全コンサ′しタント 労働衛生コンサルタントであって生涯研修記

録 (CPD)が 一定以上のレベ′しを取得し、継続的に研鑽を積んでいると認

定された労働安全コンサ′じタント 労働衛生コンサルタントにその称号の

使用が許可されています。専門的事項の依頼の際、参考になさって下さい。



「労働安全衛生マネジメントシステム」の研さんを進めよう!

A社 (社員数80余名)は 、総合電設サービス (送電線工事、光通信工事、風力発電設備組立等)及び太陽光発電設備・

オール電化・省エネ関連電気設備の設計施工を行つていました。

A社 |よ 、く仮設ウインチ巻取り部に巻き込まれた休業4日以上の災害を起こし>、 今後、職場から類似労働災害を起こさ

ないために、「労働安全衛生マネジメントシステム」の研さんとして「IS045001(JISQ45001)」 の審査を受けるため、B

労働安全コンサルタントにアドバイスを依頼しました。

B労働安全衛生コンサルタントは、「品質マネジメントシステムIS09001(」 ISQ9001)」 の審査員資格を取得し、さらに

「労働安全衛生マネジメントシステム(OHSAS18001)」 の審査員研修を経て、2018年に発足した「労働安全衛生マネ

ジメントシステム」(以下、iS045001)の審査員資格を取得していました。

B労働安全衛生コンサルタントがA社で担当

した本社と工事センターの部署での診断の結

果、安全衛生管理上の問題点は下記の通りと

なりました。

日本社

●産業医、安全管理者、衛生管理者など、所轄

の労働基準監督署への届出はよいが、社長

が衛生管理者を兼務している。職場巡視の

法的業務が不履行である。

●安全衛生委員会は毎月開催され、議事録も

あるが、出席者名が曖昧である。毎月の産業

医巡視などの意見が反映されていない。

●マニュアルに「予防処置」が、まだ登場してい

る。換言すrtば、「リスクアセスメント」は、ま

だ十分に理解していない感じである。

●「有資格者リスト」はあるが、取得 更新年月

日が不明確である。必要な「能力向上教育」

を等閑にしないこと。

■工事センター(事務所燿罰を彗劇

。「年間安全衛生推進計画」の掲示が、2019

年団板である。

●資材倉庫は 通常無人である、高さ5mの作

業時に、llW立を梯子」にして作業をしていた。

「作業手順書」が不備なのは困る。

●RKYも十分に実施していないようだ。

■工事センター(施工現場)

。「施工計画書」はある成 現状にマッチしてい

ないところもある。

● 送電線、エネルギー関連の有資格者の技能

講習 特別教育の確認はできるが、取得年月

日などが不明確である。

●工事部の現場での作業は、4S、 RKY、 服装、

作業態度などはOKだったが、「緊急8寺の連

絡体制」が不十分。

●安全衛生協議会の開催、議事録もあるが、協

議会出席者の氏名の確認が不十分。

「lF設ウインチ巻取り部に巻き込まれた休業

4日以上の災害」について、A社の災害事例検

討会での21名の出席者は、災害防止レポート

を作成しました。

B労働安全衛生コンサルタントは、A社の「災

害事例検討会 実施結果報告書」の記録を基に

次の提言をしました。

■災害防止レポートの内容

●発生原因の把握:回転中に手を出した/態勢

が悪い状態だつた/周囲に誰もいなかった

/自信過乗」だつた

●防止対策の検討と対策嬌 を確認して「スイッ

チONJ/連絡合図を密に取り合い、オペレー

タは機械操作以外の作業はしない/回転中

は「作業札」を付け、回転部へは絶対手を出す

な1/指差呼称、大きな声で「回転部 停止 ヨ

シJ/「リスクアセスメント活動」は義務

B労働安全衛生コンサルタントは、災害事例

検討会の議事録、決定事項を確認した上、「法

令の更なる勉強をしよう」と下記の条文を強調

しました。法令遵守は事業者の義務である。

●安衛則107条「掃除等の場合の運転停止」

●安衛則108条「刃部そうじ等の場合の運転

停止」

●45100の 付属書Aこ よ、法令 (法的要求事

項)も多く含まれる。中小企業だから実行し

なくてよいのではなく、取り組まなければな

らない課題である。

●45001、 45100を使つて認証をとることが

目的でない。「不足しているところを補いス

テップアップさせる。」これも有効活用。

●「現場を見る」→「この部分だけのPDCAを

導入する」→「実際の様式に記入してもらう」→

「出来る可能性のある目標を立てる」Jヽさな

PDCAを完成させることも大切な基本。ステ

ッラらアップに繋がる。

●45001、 45100は 、分かつただけでは、不十

分。組織に説明をできなければダメ。

*その後 A社のC工事部長、D総務部次長から

は「勉強になりました。ありがとうございまし

た」と、謝辞がありました。

労働安全コンサルタント/労働衛生コンサルタントに
労働安全衛生マネジメントシステム (OSHMS)は労働災害の防止に役立ち、職場

のリスクを減少させるものでなくてはなりません。平成 30年 3月にはS045001
も発行され、これに伴い」iSQ45001,45100も 発行されました。更には国のMS
指針もこれに対応すべく一部改正されました。

このために1よ、システム構築とパフオーマンスの向上について専門家である労働

安全コンサルタント・労働衛生コンサルタントの指導が最適です。

構築指導、リスクアセスメント、内部監査、外部評価などなんなりとご下命下さい。

一般社団法人 日本労働安全衛生コンサルタント会
〒108-0014東京都港区芝4-4“ 三日労働基準協会ゆ レ5F
TEL 03-3453-7935 FAX 03-3453-9647
http://ww iaShCOn orip E・ mail infoOiashcOn orip

E [鼈話夕渕馴そ誦譲[

顧間報酬、診断報酬、講演料など告業務により異なり

ますが、こ依頼の方の立場に立つて親身にこ相談に応

じます。具体的に|よもよりの支部にこ照会下さいo

労働安全衛生法第87条 に基づき設立されたわが国唯―の団体です (昭和

58年 4月 創立 )。 厚生労働大臣または指定登録機関の登録を受けた労働安

全コンサルタントおよび労働衛生コンサルタントが会員として構成されています

(約 2、 600名 )。 47都道府県に支部があ
',ま

す。



＼

一般社団法人日本労働安全衛生コンサルタント会は、労働安全コンサルタント・労働衛生コンサルタン

トが労働大臣(当時)に最初に登録された6月 15日 を「労働安全衛生コンサルタントの日」と定めていま

す。本会では、この日を中心に、事業として「労働安全衛生コンサルタント制度推進月間」を全国的に展

開しています。この機会に、みな様の職場における安全衛生の改善計画にぜひ労働安全コンサルタン

ト・労働衛生コンサルタントをご活用下さい。

ご不明な点は本部、または下記にこ照会下さい。

2022年 4月 tl作

推進月間 毎年 6月 1日 から6月 30日

準備月間 毎年 4月 1日 から5月 31日

厚生労働省

中央労働災害防止協会

建設業労働災害防止協会

陸上貨物運送事業労働災害防止協会

港湾貨物運送事業労働災害防止協会

林業木材製造業労働災害防止協会

公益財団法人 安全衛生技術試験協会

全国社会保険労務士会連合会

公益社団法人 日本技術士会

独立行政法人 労働者健康安全機構

公益財団法人 全国労働基準関係団体連合会

一般社団法人 日本労働安全衛生コンサルタント会

本会都道府県各支部

会員 :労働安全コンサルタント

労働衛生コンサルタント

一般社団法人 日本ボイラ協会

一般社団法人 日本クレーン協会

公益社団法人 ボイラ クレーン安全協会

公益社団法人 産業安全技術協会

一般社団法人 仮設工業会

公益社団法人 建設荷役車両安全技術協会

公益社団法人 日本医師会

公益社団法人 日本歯科医師会

公益社団法人 日本作業環境測定協会

公益社団越＼ 全国労働衛生団体連合会

一般社団法人 日本労働安全衛生コンサルタント会
」APAN ASSOCIAT10N of SAFETY and HEALTH CONSuLTANTS

〒1080014東京都港区芝445三 田労働基準協会ビル5F

TEL 03-3453‐ 7935  FAX 03‐ 3453-9647
http://wwwiaShCOn Orip E― ma‖ l info@jashcon orip

①
」ASHCON


